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任
期
満
了
に
伴
う
北
茨
城
市
長
選
挙
で
再
選
さ
れ
た
豊
田
稔
市
長

が
、
６
月
14
日
、
市
役
所
に
初
登
庁
し
ま
し
た
。

　

作
業
着
姿
で
登
庁
し
た
豊
田
市
長
は
、
職
員
な
ど
か
ら
花
束
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
の
就
任
式
で
幹
部
職
員
を
前
に
「
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
全
力
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い

を
十
分
に
受
け
止
め
な
が
ら
仕
事
に
当
た
っ
て
ほ
し
い
。」
と
訓
示

を
述
べ
ま
し
た
。

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力

就
任
式
で
職
員
に
訓
示
す
る
豊
田
市
長

豊田市長が初登庁豊田市長が初登庁豊田市長が初登庁
通算 4 期目の豊田市政がスタート

　

６
月
５
日
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
に
お

い
て
、
皆
様
の
ご
支
持
を
得
て
通
算
４
度

目
の
市
政
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
を
め
ざ
す
な
か
で
の
選
挙
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
多
く
の
市
民
の
方
の
ご
支
援
に

よ
り
、
今
後
４
年
間
の
北
茨
城
市
政
の
か

じ
取
り
と
い
う
重
責
を
任
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
待
っ
た
な
し
の
状
況
に
あ
る
震

災
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様

が
一
日
も
早
く
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
防
災
行
政
無
線
や
避
難
ル
ー
ト
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
明
日
へ
の
希

望
が
持
て
る
よ
う
産
業
基
盤
の
再
構
築
に

努
め
る
な
ど
、
復
旧
か
ら
復
興
へ
の
道
筋

を
い
ち
早
く
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
、市
民
が「
住

み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
教
育
・
文
化
の
振

興
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
生
活
環
境
と

産
業
基
盤
の
整
備
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
諸
施
策
の
実
行
に
必
要
な

財
源
確
保
の
た
め
、
職
員
定
数
の
適
正
化

や
市
税
徴
収
率
の
向
上
な
ど
、
積
極
的
な

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
財
政

調
整
基
金
残
高
の
大
幅
な
増
加
が
図
ら
れ

る
な
ど
、
財
政
状
況
も
徐
々
に
好
転
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
私
は
長
年
の
懸
案
で
あ

っ
た
市
立
総
合
病
院
に
つ
い
て
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
移
転

新
築
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
全

国
の
自
治
体
病
院
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

市
立
病
院
の
運
営
に
つ
い
て
も
医
師
不
足

の
影
響
な
ど
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
る
こ

と
は
事
実
で
す
が
、
医
学
生
の
た
め
の
修

学
資
金
貸
与
制
度
の
実
施
や
、
筑
波
大
学
、

自
治
医
科
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
他
医
療

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
医
師

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
努
力
が
新
病
院
の
完
成
と

と
も
に
必
ず
や
実
を
結
ぶ
と
確
信
し
、
引

き
続
き
地
域
の
医
療
を
守
る
た
め
精
一
杯

の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
「
感
謝
と
思
い
や
り
」
の
政
治
理

念
の
も
と
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
と

共
に
語
り
合
い
、
共
に
手
を
携
え
て
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
か
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
市
長
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

■
就
任
あ
い
さ
つ
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６
月
１
日
、
磯
原
駅
西
地
区
に
「
磯
原

中
央
公
園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

震
災
の
影
響
で
２
カ
月
遅
れ
の
供
用
開

始
と
な
っ
た
公
園
の
総
面
積
は
、
１
万
３

０
１
９
平
方
㍍
で
、
緊
急
時
の
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
発
着
に
も
利
用
で
き
る
多
目
的
広
場
、

ケ
ヤ
キ
を
シ
ン
ボ
ル
に
植
栽
し
た
丘
や
健

康
遊
具
を
備
え
た
健
康
広
場
、
防
災
倉
庫

も
兼
ね
た
ト
イ
レ
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
内
と
花
園
川
堤
防
を
周
回

す
る
１
周
４
５
５
㍍
の
コ
ー
ス
に
は
、
弾

力
性
の
高
い
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
の
周
回
路

が
設
け
ら
れ
、
身
体
に
優
し
く
ジ
ョ
ギ
ン

グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
公
園
の
全
面
芝
貼
り
や
花
園

川
堤
防
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
延
長

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
都
市
計
画
課 

事
業
管
理
係
（
金
澤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
２
８
３

　

６
月
５
日
、
北
茨
城
市
長
選
挙
、
北
茨

城
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
、
即

日
開
票
の
結
果
、
市
長
選
挙
は
豊
田
稔
氏

が
再
選
。
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
立
原

眞
人
氏
、
松
本
正
春
氏
、
丹
幸
一
郎
氏
が

当
選
し
ま
し
た
。
開
票
結
果
と
投
票
者
数
、

投
票
率
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

○
北
茨
城
市
長
選
挙

 

・
開
票
結
果

　

当
選　

豊
田　
　

稔　

１
３
２
５
８
票

　
　
　
　

松
本　

健
一
郎　

７
１
２
６
票

 

・
投
票
者
数　

２
０
７
２
８
人

 

・
投
票
率　

52
．
62
㌫

○
北
茨
城
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

 

・
開
票
結
果

　

当
選　

立
原　

眞
人　
　

４
２
２
９
票

　

当
選　

松
本　

正
春　
　

４
２
２
３
票

　

当
選　

丹　
　

幸
一
郎　

３
８
４
９
票

　
　
　
　

小
室　

公
平　
　

３
０
６
４
票

　
　
　
　

梅
津　
　

操　
　

２
２
１
８
票

 

・
投
票
者
数　

２
０
７
１
８
人

 

・
投
票
率　

52
．
60
㌫

問
総
務
課
内 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
大
友
）　

内
３
２
１
、３
２
２

市
民
の
憩
い
や
体
力
づ
く
り
の
場
と
し
て

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

磯
原
中
央
公
園
が

選
挙
の
結
果

北

茨

城

市

長

選

挙

北
茨
城
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

中
村
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
か
ら
平
成
17

年
ま
で
の
間
、
７
期
24
年
に
わ
た
り
市
議

会
議
員
に
在
職
。
そ
の
間
、
議
長
、
文
教

厚
生
委
員
長
、
同
副
委
員
長
を
歴
任
す
る

な
ど
、
本
市
の
教
育
環
境
の
充
実
、
生
涯

学
習
推
進
、
産
業
、
福
祉
の
向
上
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
西
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
か
ら
平
成
９

年
ま
で
教
職
に
あ
り
、
磯
原
中
学
校
長
な

ど
を
歴
任
。
ま
た
、
平
成
９
年
か
ら
平
成

21
年
ま
で
市
教
育
委
員
会
委
員
に
就
任
し
、

教
育
長
を
３
度
務
め
る
な
ど
、
本
市
の
教

育
の
充
実
、
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
森
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
か
ら
平
成
16

年
ま
で
陸
上
自
衛
隊
員
と
し
て
、
第
一
空

挺
団
、
茨
城
地
方
教
育
本
部
、
第
一
教
育

団
な
ど
に
所
属
。
特
に
教
育
団
で
は
、
約

14
年
間
に
わ
た
り
教
官
を
務
め
、
後
進
の

指
導
・
育
成
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
友
さ
ん
は
、
昭
和
25
年
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
60
年
の
永
き
に
わ
た
り
国
及

び
県
の
統
計
調
査
に
59
回
従
事
す
る
な
ど
、

統
計
調
査
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
農
林
水

産
大
臣
表
彰
な
ど
数
々
の
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

旭日小綬章

瑞宝双光章

瑞宝双光章

藍綬褒章

中村　良一さん

小西　道房さん

大森　　光さん

大友　辰夫さん

（中郷町 73 歳）

（中郷町 75 歳）

（中郷町 61 歳）

（中郷町 80 歳）

震
災
の
影
響
で
延
期
さ
れ
て
い
た
「
春
の
叙
勲
・
褒
章
」
が
こ
の

ほ
ど
発
表
さ
れ
、
次
の
皆
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
23
年
度

　春
の
叙
勲
・
褒
章
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市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
住
宅
の
修
繕
費
用
の
一
部
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
、
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
対
象　

左
記
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
地
震
や
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
住
宅　

・
市
民
が
市
内
に
所
有
し
居
住
す
る
住
宅

・
工
期
が
１
年
未
満
で
工
事
金
額
が
10
万

円
以
上
（
消
費
税
抜
き
）
の
工
事
で
あ

る
こ
と
（
居
住
す
る
住
宅
に
付
随
す
る

外
溝
工
事
も
対
象
と
な
り
ま
す
）

・
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

※
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基
づ
く
支

　

援
金
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
対
象
と
な

　

り
ま
せ
ん
。

○
助
成
額　

修
繕
工
事
費
の
10
㌫
（
限
度

額
10
万
円
）
※
１
住
宅
１
回
の
み

○
必
要
書
類
（
申
請
時
）
助
成
金
交
付
申

請
書
、
修
繕
予
定
箇
所
の
写
真
、
工
事

見
積
書
の
写
し
、
納
税
証
明
書

※
３
月
11
日
以
降
、
す
で
に
修
繕
工
事
に

着
工
、
ま
た
は
修
繕
工
事
が
完
了
し
て
い

る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

な
お
、
修
繕
個
所
の
現
地
確
認
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
問
商
工
観
光
課 

商
工
労
政
係

　
　
　
　
　
（
金
澤　

前
田
）
内
３
６
２

　

市
で
は
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
度
ま
で
に
60
戸

の
診
断
を
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
診
断
は
、

㈶
日
本
建
築
防
災
協
会
の
「
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」
の
一
般
診
断
法

に
よ
り
行
わ
れ
、
現
地
調
査
、
診
断
、
診

断
結
果
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

　

地
震
に
よ
る
建
物
被
害
が
発
生
す
る
と
、

人
の
命
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
経
済
的
な

損
失
や
そ
の
後
の
復
興
に
も
大
き
な
障
害

と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
を
守
る
こ
と

は
「
私
た
ち
の
ま
ち
を
守
る
こ
と
」
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

※
昭
和
56
年
以
前
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
士
派
遣
制
度
を
９
月
ご
ろ
予
定
し
ま
す
。

詳
し
く
は
広
報
き
た
い
ば
ら
き
８
月
掲
載

予
定
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課 

建
築
指
導
係

　
　
　
　
　
（
蛭
田
・
川
島
）
内
２
８
４

被
災
住
宅
の
修
繕
工
事
費
を

　
　
　
　
　
　

一
部
助
成
し
ま
す

家
を
守
り
、
ま
ち
を
守
ろ
う

〜
耐
震
診
断
に
向
け
て
〜

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
等
に
よ
り
、

避
難
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
、
避
難

先
の
住
所
等
の
情
報
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
。
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
、
総
務
省
の
「
全
国
避
難
者

情
報
シ
ス
テ
ム
」
に
基
づ
く
も
の
で
、

市
が
把
握
し
た
情
報
を
同
シ
ス
テ
ム
に

提
供
す
る
こ
と
で
、
避
難
前
に
居
住
し

て
い
た
市
町
村
が
、
避
難
さ
れ
た
住
民

の
方
の
避
難
先
の
居
所
を
確
認
し
、
各

種
の
お
知
ら
せ
や
通
知
を
円
滑
に
お
届

け
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

○
対
象

・
市
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

・
避
難
の
た
め
、
転
入
届
を
さ
れ
た
方

○
収
集
情
報　

避
難
前
の
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
避
難
先
の
所
在

地
な
ど
を
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
市
民
課
窓
口
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
持
参
す
る
も
の　

窓
口
で
の
本
人
確

認
の
た
め
、
身
分
を
証
明
で
き
る
も

の
が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
な
ど
、
該
当

す
る
方
に
も
こ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

問
市
民
課 

市
民
係

（
舟
生
・
鳥
居
塚
）
内
１
７
２

北
茨
城
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

　
　
　
　
　
　
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

震
災
に
伴
う
災
害
ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て

　

被
災
さ
れ
た
方
が
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

災
害
ご
み
を
持
ち
込
む
と
き
は
「
り
災
証

明
書
」
の
原
本
、「
り
災
証
明
申
請
書
」

の
写
し
（
受
付
印
の
あ
る
も
の
）、
ま
た

は
「
被
災
証
明
書
」
の
原
本
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
「
被
災
証
明
書
」
の
場
合
は
、
塀
、

門
扉
の
破
損
や
家
具
、
家
財
等
、
そ
の
他

震
災
に
よ
り
発
生
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な

も
の
に
限
り
ま
す
。

　
「
り
災
証
明
書
」
等
の
な
い
方
、
ま
だ

申
請
し
て
い
な
い
方
、
一
部
有
害
で
持
ち

込
み
で
き
な
い
も
の
な
ど
、
災
害
ご
み
に

関
す
る
ご
相
談
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
災
害
ご
み
以
外
の
ご
み
は
「
ご

み
分
別
収
集
日
程
表
」
の
と
お
り
で
す
。

▼
持
ち
込
み
の
と
き
は

①
分
別　

燃
や
せ
る
・
埋
立
・
資
源
物
・

　
　

廃
家
電
な
ど
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

②
時
間
（
平
日
）
午
前
９
時
～
正
午
（
破

砕
物
は
11
時
ま
で
）、
午
後
１
時
～
４

時
（
土
曜
）
午
前
９
時
～
正
午
（
破
砕

物
は
11
時
ま
で
）

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
吉
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㊻
５
６
１
９
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■
申
告
等
は
７
月
29
日
㈮
ま
で
に

　

震
災
の
影
響
で
延
長
さ
れ
て
い
た
所
得

税
申
告
等
の
期
限
が
、
７
月
29
日
㈮
と
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

未
申
告
の
方
は
、
こ
の
日
ま
で
に
申
告

を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
税

務
課
で
は
、
左
記
の
と
お
り
申
告
相
談
を

開
催
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

７
月
28
日
㈭
・
29
日
㈮

　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

○
と
こ
ろ　

市
商
工
会
館
２
階
会
議
室

問
税
務
課 

市
民
税
係
（
平
沢
）

　
　
　
　
　
　
　
　

内
１
５
３
～
１
５
５

夏の交通事故防止県民運動
平成 23 年度

7 月 20 日㈬～8 月 20 日㈯
あぶないよ　よそみ
　いねむり　けいたいでんわ
あぶないよ　よそみ
　いねむり　けいたいでんわ
あぶないよ　よそみ
　いねむり　けいたいでんわ

●飲酒運転・スピード違反・
　過労運転等の防止

●子どもと高齢者の交通事故防止
重点項目

総務課 防災安全係（大井川）
内３３９

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
は
、

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
基
準
日　

７
月
31
日

○
対
象
・
支
給
額
な
ど　

基
準
日
に
支
給

条
件
に
該
当
す
る
か
を
判
断
し
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
条
件
や
支
給
額
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。
支
給
の
対
象
外
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　

８
月
１
日
㈪
～
31
日
㈬

○
申
請
場
所　

高
齢
福
祉
課
窓
口
（
主
な

介
護
者
の
預
金
通
帳
、
印
か
ん
が
必
要

と
な
り
ま
す
。）

※
市
役
所
ま
で
手
続
き
に
来
ら
れ
な
い
方

は
、
民
生
委
員
か
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　

と
き
わ
の
杜 

☎
㊻
６
０
４
４

　

お
は
よ
う
館 

☎
㉚
１
８
３
３

　

の
ぞ
み　
　

 

☎
㊷
０
７
８
２

※
詳
細
や
受
付
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課 

在
宅
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
髙
橋
）
内
１
２
４

支 給 額 対　　　　　象　　　　　者 対 象 外 と な る 場 合

30,000 円

　基準日に、市内に 1 年以上継
続して居住し、①、②のいずれ
かに該当する方。

①介護保険の認定で要介護４ま
たは５と認定された高齢者を
在宅で介護している方。

②要介護認定を受けていない
が、①に相当する方を４カ月
以上在宅で介護している方。

※左記の①に該当する方が、下
記の要件のすべてに該当する
ときは、支給額が 100,000 円
となります。

 ・平成 22 年８月１日〜平成 23
年７月 31 日の間に介護保険
サービスを利用していない

（通算で１週間程度のショー
トステイを除く）方。

 ・高齢者とその介護者の世帯員
全員が住民税非課税である。

　下記に該当する方は、家族介
護慰労金の支給対象外となりま
す。

 ・平成 23 年４月１日〜７月 31
日の間に、合算して１カ月以
上の入院または入所をしたと
き。

 ・左記の②に該当するとして申
請した方が、実態調査の結
果、該当しないと判定された
とき。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
公
の
施
設
の
効
率
的
な
運
営

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

次
の
施
設
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
に
基
づ

く
指
定
管
理
者
制
度
を
適
用
し
て
お
り
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
の
指
定
管
理
者
（
施

設
の
管
理
運
営
を
行
う
法
人
そ
の
他
の
団

体
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
請
資
格
等
は
施
設
ご
と
に
異
な
り
ま

す
の
で
、
指
定
管
理
者
の
募
集
に
関
す
る

詳
細
は
各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
募
集
要
項
配
布
期
間　

７
月
４
日
㈪
～

20
日
㈬
※
土
日
祝
日
を
除
く
。

○
申
請
書
受
付
期
間　

８
月
１
日
㈪
～
５

日
㈮

○
指
定
期
間
（
３
年
間
）　

平
成
24
年
４

月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日

問
企
画
政
策
課 

企
画
調
整
係
（
石
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
２
３
３

施　　　設　　　名 担　当　課

老人福祉センター「ライト」
高齢福祉課 内線 122

デイサービスセンター「ライト」

心身障害者第１福祉センター
社会福祉課 内線 135

心身障害者第２福祉センター

茜平総合交流施設「マウントあかね」 農林水産課 内線 383

家族キャンプ村花園オートキャンプ場

商工観光課 内線 363童謡の森ふれあいパーク

中郷温泉「通りゃんせ」

市民ふれあいセンター
生涯学習課 内線 431

歴史民俗資料館（野口雨情記念館）
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○
限
度
額
適
用
認
定
証
、
限
度
額
適
用
・

　

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

未
満
の
方
が
入
院
し
た
場
合
、
医
療
機
関

の
窓
口
に
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
提

示
す
る
こ
と
で
、
１
カ
月
分
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

○
新
た
に
認
定
証
の
交
付
を
希
望
す
る
方

　

や
更
新
を
希
望
す
る
方
は

　

申
請
が
必
要
で
す
。
国
民
健
康
保
険
証

と
印
か
ん
を
お
持
ち
の
上
、
保
険
年
金
課

窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
手
続

き
し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
高
齢
受
給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　
「
高
齢
受
給
者
証
」
は
、
市
国
保
に
加

入
し
て
い
る
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
に

交
付
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関
の
窓
口
で
負

担
割
合
（
２
割
（
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
は
１
割
）
ま
た
は
３
割
）
が
記
載
さ
れ

た
も
の
で
す
。
医
療
機
関
で
受
診
の
際
は
、

必
ず
国
民
健
康
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証

を
併
せ
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い

受
給
者
証
は
７
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

○
期
限
切
れ
の
認
定
証
や
受
給
者
証
は

　

現
在
の
各
認
定
証
や
高
齢
者
受
給
者
証

の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

期
限
切
れ
の
受
給
者
証
は
廃
棄
す
る
か
、

市
役
所
か
駅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

保
険
係

　
（
早
川
、
鈴
木
）
内
１
８
１
～
１
８
４

国
保
か
ら
の

お
知
ら
せ

国
保
か
ら
の

お
知
ら
せ

国
保
か
ら
の

お
知
ら
せ

限
度
額
適
用
認
定
証

高
齢
受
給
者
証
等
の
更
新
時
期
で
す

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
一
部

の
方
と
、
特
別
障
害
給
付
金
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、
毎
年
、
前
年
中
の
「
所
得
状

況
届
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

届
出
を
提
出
し
な
い
と
、
障
害
基
礎
年

金
や
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
が
一
時
停

止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
７
月
末
日

ま
で
に
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
届
出
が
必
要
な
方

　

①
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

　
　

方
の
う
ち
、
次
に
該
当
す
る
方

 

・
20
歳
前
障
害
を
理
由
に
受
給
し
て

い
る
方
（
年
金
証
書
の
年
金
コ
ー

ド
が
「
６
３
５
０
」
の
方
）

 

・
障
害
福
祉
年
金
か
ら
の
裁
定
替
で

受
給
し
て
い
る
方
（
年
金
証
書
の

年
金
コ
ー
ド
が
「
２
６
５
０
」
の

方
）

　

②
特
別
障
害
給
付
金
を
受
給
さ
れ
て
い

　
　

る
方

○
必
要
な
も
の

　

届
出
に
必
要
な
書
類
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
直
接
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
届
出
用
紙
が
診
断
書
と
な
っ
て
い
る

方
は
、
医
療
機
関
で
診
断
書
を
作
成
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
先

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

　
　

市
役
所
保
険
年
金
課

　

特
別
障
害
給
付
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

　
　

日
本
年
金
機
構
茨
城
事
務
セ
ン
タ
ー

○
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　

所
得
の
確
認
が
必
要
な
た
め
、
前
年
所

得
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
村
田
、
長
谷
川
）
内
１
８
７
、１
８
８

　

日
立
年
金
事
務
所

　
　
　
　

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
９
３

障
害
基
礎
年
金
・
特
別
障
害
給
付
金

　
　
　
　
所
得
状
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
は
、
75
歳

（
一
定
の
障
害
の
方
は
65
歳
）
以
上
の
方

が
加
入
す
る
医
療
保
険
制
度
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
保
険
料
が
決
定
し
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　

保
険
料
の
納
付
は
、
原
則
と
し
て
年
金

天
引
き
と
な
り
ま
す
が
、
一
部
の
方
は
納

付
書
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
金
天
引
き
で
納
付
す
る
方
は
８
月
中

旬
、
納
付
書
で
納
付
す
る
方
は
７
月
中
旬

に
（
平
成
23
年
６
月
、
７
月
に
資
格
を
取

得
さ
れ
た
方
は
７
月
ま
た
は
８
月
に
）
決

定
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

○
保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

現
在
の
保
険
証
は
７
月
31
日
で
有
効
期

限
が
満
了
と
な
り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
、
７
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　

一
部
の
方
は
市
役
所
保
険
年
金
課
窓
口

で
更
新
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に

は
市
役
所
か
ら
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
は

　

り
災
証
明
書
に
記
載
の
被
害
程
度
に
よ

り
、
保
険
料
や
医
療
費
の
一
部
負
担
金
が

減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
、

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
小
豆
畑
、
一
瀬
）
内
１
８
６
、１
８
７

保
険
料
納
入
通
知
と

　

保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者

医
療
保
険

の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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東
日
本
大
震
災
に
関
連
す
る
悪
質
商
法

や
生
活
関
連
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
３
月

か
ら
開
設
し
て
い
る
「
震
災
に
関
連
す
る

悪
質
商
法
１
１
０
番
」
に
寄
せ
ら
れ
た
相

談
や
問
い
合
わ
せ
を
紹
介
し
ま
す
。

○
主
な
相
談
事
例

①
リ
フ
ォ
ー
ム
中
の
家
が
被
災
し
全
壊
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
リ
フ
ォ
ー
ム
代
金

１
０
０
０
万
円
は
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
い

る
。
支
払
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

②
消
費
者
金
融
の
借
金
を
返
済
中
だ
っ
た

が
、
職
場
が
被
災
し
て
失
業
し
、
収
入

が
な
く
返
済
の
目
処
が
立
た
な
く
な
っ

た
。
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。

③
チ
ラ
シ
広
告
に
放
射
性
物
質
な
ど
を
97

㌫
除
去
で
き
る
と
い
う
浄
水
器
が
出
て

い
た
。
こ
の
機
器
に
つ
い
て
効
果
が
信

頼
で
き
る
の
か
知
り
た
い
。
原
子
力
関

連
の
研
究
所
に
も
問
い
合
わ
せ
た
が
、

デ
ー
タ
が
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
と
言

わ
れ
た
。
本
当
に
効
果
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
購
入
し
た
い
が
、
疑
わ
し
い
。

○
ア
ド
バ
イ
ス

①
住
宅
ロ
ー
ン
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、

震
災
の
特
例
で
一
時
的
に
支
払
い
を
猶

予
し
て
い
る
金
融
機
関
が
あ
り
ま
す
。

借
入
先
の
金
融
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

②
震
災
が
原
因
で
解
雇
さ
れ
た
場
合
、
雇

用
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
給
付
に

つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
問
い
合

わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

③
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
う
影
響
に

つ
い
て
は
、
根
拠
の
な
い
噂
な
ど
で
混

乱
せ
ず
、
確
か
な
情
報
に
基
づ
き
冷
静

な
対
応
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
放

射
能
を
除
去
す
る
な
ど
と
う
た
っ
た
機

器
の
販
売
な
ど
に
つ
い
て
、
不
審
に
思

っ
た
と
き
は
、
震
災
関
連
悪
質
商
法
１

１
０
番
や
各
地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
、
警
察
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

震
災
に
関
す
る
悪
質
商
法
１
１
０
番

　
 　

☎
０
１
２
０
‐
２
１
４
‐
８
８
８

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
商
工
観
光
課
内 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

 （
佐
藤
）
☎
㊸
１
１
０
７

●
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

震
災
に
関
連
す
る
悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
一
般
特
定
疾
患
医
療
を
受
給

し
て
い
る
方
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
方
で
県
が
発
行
す

る
「
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」

を
持
っ
て
い
る
方

○
支
給
額　

年
額
１
万
５
０
０
０
円

○
申
請
期
間　

９
月
末
日
ま
で

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

一
般
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
、
本
人
名
義
の
預
金
通

帳
、
印
か
ん

申
問
社
会
福
祉
課 

地
域
福
祉
係

               （
平
沢
）
内
１
３
４

難
病
患
者

福
祉
見
舞
金
支
給
制
度

下水道への早期接続をお願いします
○下水道への接続工事は３年以内に
　下水道が利用できるようになった区域で、現在くみ
取り式のトイレを使用している方は、下水道が使え
るようになった日（告示による供用開始の日）から 3
年以内に水洗トイレに改造し、下水道へ接続すること
が義務づけられています。また、浄化槽を使用してい
る方も、遅滞なく下水道へ接続することが義務づけら
れています。下水道が利用できるようになった区域の
方で、まだ接続されていない方は、早期接続をお願い
します。
普及率：８. ２％（３９５３人）
水洗化率：６９. ３％（２７４０人）
※普及率：市全体の人口のうち、下水道を利用できる
ようになった人口の割合
※水洗化率：下水道を利用できるようになった人口の
うち、下水道を利用している人口の割合
○接続工事は指定工事店で
　下水道を利用するためには、個人負担で宅地内の接
続工事を行う必要があります。接続工事は市の指定す
る工事店へ依頼してください。
○下水道は正しく使いましょう
　油やゴミ、危険物（アルコール、ガソリン、薬品など）
などを流してしまうと、下水処理場の機能低下や管の

詰まり、破損、事故（爆発など）の原因となり、下水
道の寿命を縮めてしまいます。みんなで使う公共の財
産ですので、一人一人がマナーを守って正しく使いま
しょう。

問 下水道課  管理係（渡邊）、事業係（山口） 内２６２

凡　　　例
第１期区域
供 用 区 域
第２期区域
処 理 場

市役所市役所

大津港

平潟地区漁業集落排水処理場

汚水処理場汚水処理場

磯原駅磯原駅

北茨城
浄化センター
北茨城
浄化センター

文

文

〒

常
磐
自
動
車
道

太
平
洋

太
平
洋
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■試験方法、内容

■試験方法、内容

○第２次試験（詳細は第１次試験合格者に別途通知されます）
○口述試験 ○身体検査（一般事務職、技術職と社会福祉士）

■受験手続等
○提出書類
①市職員採用試験受験申込書（市役所規定）
②履歴書（市役所規定）
③写真　２枚（６カ月以内に撮影。縦４cm、横３cm、　
本人単身、上半身、正面、脱帽）
※うち１枚は履歴書に貼付すること。
④成績証明書　１通（開封無効）
⑤卒業証明書又は卒業見込証明書　１通
⑥資格証明書（有資格者のみ提出）
⑦身体検査書（市役所規定、消防職受験者のみ提出）
⑧身体障害者手帳の写し
○受験申込書・履歴書・身体検査書の取得方法
①市役所人事課で取得する。
②市ホームページからダウンロードする。

（履歴書は両面印刷して提出してください。）
③郵便で請求する。封筒の表面に「受験申込請求」と朱書き、

■受験手続等
○提出書類
①市職員採用試験受験申込書（市役所規定）
②履歴書（市役所規定）
③写真　２枚（６カ月以内に撮影。縦４cm、横３cm、　
本人単身、上半身、正面、脱帽）
※うち１枚は履歴書に貼付すること。
④成績証明書　１通（開封無効）
⑤卒業証明書　１通
⑥身体検査書（市役所規定）
○受験申込書・履歴書・身体検査書の取得方法
①市役所人事課で取得する。
②市ホームページからダウンロードする。

（履歴書は両面印刷して提出してください。）
③郵便で請求する。封筒の表面に「消防職受験申込請求」

と朱書き、返信用封筒（自分のあて先を明記し、120

○第１次試験　９月 18日（日）

○第１次試験　8月 28日（日）

○第 2次試験（口述試験　※詳細は第１次試験合格者に別途通知されます。）

職　種 試験区分 試　　　　験　　　　内　　　　容

一 般
事 務 職

大 学 卒 ○教養試験（択一式）○作文試験　○漢字試験　○専門試験（択一式　政治学、行政学、憲法、行政法、民法、刑法、
労働法、経済学、財政学、社会政策及び国際関係）

短 大 卒
高 校 卒 ○教養試験（択一式、学歴区分別）○作文試験　○漢字試験　○集団討論

一般事務職（身体障害者）○教養試験（択一式、学歴区分別）　○作文試験　○漢字試験

技 術 職
（土 木）

大 学 卒 ○教養試験（択一式）○作文試験　○漢字試験　○専門試験（択一式　数学・物理、応用力学、水理学、土質工学、
測量、土木計画（都市計画を含む。）及び土木施工）

短 大 卒
高 校 卒

○教養試験（択一式、学歴区分別）○作文試験　○漢字試験　○専門試験（択一式　数学・物理・情報技術基礎、
土木基礎力学（構造力学、水理学、土質力学）、土木構造設計、測量、社会基礎工学及び土木施工）

社 会 福 祉 士 ○教養試験（択一式、学歴区分別）○作文試験　○漢字試験　

消　　　防　　　職 ○教養試験（択一式、学歴区分別）○作文試験　○漢字試験　○消防適性検査　○身体検査　○体力検査（懸垂、
反復横とび、腕立て伏せ、起き上がり、3,000m走）

職　種 試　　　　験　　　　内　　　　容

消　　　防　　　職 ○教養試験（択一式、学歴区分別）○作文試験　○漢字試験　○消防適性検査　○身体検査　
○体力検査（懸垂、反復横とび、腕立て伏せ、起き上がり、3,000m走）

返信用封筒（自分のあて先を明記し、120 円切手を貼
った角型２号）を必ず同封し、下記に郵送してください。
○受付期間　７月 20 日㈬～８月 11 日㈭
　午前８時 30 分～午後５時 15 分（土日祝日を除く）
※郵送は８月 10 日 ㈬ まで。（当日消印有効、封書の表面
に「願書在中」と朱書きしてください。）
その他
○採用の時期　平成 24 年４月１日
○初任給（平成 23 年 4 月 1 日現在の額）
・一般事務職、技術職、社会福祉士（大学卒：172,200 円、
   短大卒：149,800 円、高校卒：140,100 円）
・消防職（大学卒：187,500 円、短大卒：172,000 円、
   高校卒：158,100 円）

〒３１９‐１５９２
　　北茨城市磯原町磯原１６３０番地
　　北茨城市役所人事課

（佐藤、安島）内２２２、２２３

円切手を貼った角型２号）を必ず同封し、下記に郵送
してください。
○受付期間　７月 19 日㈫まで
　午前８時 30 分～午後５時 15 分（土日祝日を除く）
※郵送は 7 月 19 日 ㈫まで。（当日消印有効、封書の表面
に「願書在中」と朱書きしてください。）
その他
○採用の時期　平成 23 年 10 月１日
○初任給（平成 23 年 4 月 1 日現在の額）
・消防職（大学卒：187,500 円、短大卒：172,000 円、
   高校卒：158,100 円）

〒３１９‐１５９２
　　北茨城市磯原町磯原１６３０番地
　　北茨城市役所人事課

（佐藤、安島）内２２２、２２３
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①平成24年 4月 1日採用予定職員

②平成23年 10月 1日採用予定職員（消防職員のみ）

■採用予定人数

■採用予定人数

■試験区分、受験資格

■試験区分、受験資格

①一般事務職　６人程度　　②一般事務職（身体障害者対象）　１人程度　　③技術職（土木）　２人程度
④社会福祉士　１人程度　　⑤消防職　５人程度

欠員の生じている消防職員について、10 月 1 日採用予定の職員採用試験を下記のとおり実施します。

消防職　２人程度

職　種 試験区分 受　　　　験　　　　資　　　　格

一般事務職

大学卒 昭和 56 年 4 月 2 日から平成 2 年 4 月 1 日までに生まれ、学校教育法による大学を卒業または平成 24 年 3 月
31 日までに卒業見込みの方

短大卒 昭和 58 年 4 月 2 日から平成 4 年 4 月 1 日までに生まれ、学校教育法による短期大学、高等専門学校または専
修学校を卒業または平成 24 年 3 月 31 日までに卒業見込みの方

高校卒
昭和 60 年 4 月 2 日から平成 6 年 4 月 1 日までに生まれ、
①学校教育法による高等学校を卒業または平成 24 年 3 月 31 日までに卒業見込みの方
②高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定を含む）に合格した方

一般事務職（身体障害者） 昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれ、「一般事務職、各試験区分」の受験資格を有する方

技 術 職
（土 木）

大学卒
一般事務職の受験資格に加え、土木・都市工学の専門課程を専攻した方短大卒

高校卒
社 会 福 祉 士 昭和 51 年 4 月 2 日以降に生まれ、社会福祉士の資格を有する方

消 防 職

大学卒 昭和 61 年 4 月 2 日から平成 2 年 4 月 1 日までに生まれ、学校教育法による大学を卒業または平成 24 年 3 月
31 日までに卒業見込みの方

短大卒 昭和 63 年 4 月 2 日から平成 4 年 4 月 1 日までに生まれ、学校教育法による短期大学、高等専門学校または専
修学校を卒業または平成 24 年 3 月 31 日までに卒業見込みの方

高校卒
平成 2 年 4 月 2 日から平成 6 年 4 月 1 日までに生まれ、
①学校教育法による高等学校を卒業または平成 24 年 3 月 31 日までに卒業見込みの方
②高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定を含む）に合格した方

職　種 試験区分 受　　　　験　　　　資　　　　格

消 防 職

大学卒 昭和 61 年 4 月 2 日から平成元年 4 月 1 日までに生まれ、学校教育法による大学を卒業された方

短大卒
昭和 63 年 4 月 2 日から平成 3 年 4 月 1 日までに生まれ、学校教育法による短期大学、高等専門学校または専
修学校を卒業された方

高校卒
平成 2 年 4 月 2 日から平成 5 年 4 月 1 日までに生まれ、
①学校教育法による高等学校を卒業された方
②高等学校卒業程度認定試験（旧大学入学資格検定を含む）に合格した方

※身体障害者手帳の交付を受けている方は、自力で通勤ができ、介助なしに職務の遂行が可能で、活字印刷の出題と口頭による面接試験に対
応できる方に限り受験することができます（身体障害者区分以外でも受験することができます。ただし、消防職を除きます）。
※上記の受験資格に該当する方であっても、下記のいずれかに該当する方は、応募することができません。
⑴日本国籍を有しない方　⑵成年後見人又は被保佐人　⑶禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなく
なるまでの方　⑷北茨城市において、懲戒免職処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない方　⑸日本国憲法施行の日以後において、日
本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した方

※上記の受験資格に該当する方であっても、下記のいずれかに該当する方は、応募することができません。
⑴日本国籍を有しない方　⑵成年後見人又は被保佐人　⑶禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなく
なるまでの方　⑷北茨城市において、懲戒免職処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない方　⑸日本国憲法施行の日以後において、日
本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した方

北茨城市職員採用試験のお知らせ
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６
月
15
日
、
中
郷
第
二
小
学
校
で
お

や
つ
を
テ
ー
マ
に
し
た
食
育
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
授
業
に
は
４
年
生

と
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
。

　

ま
ず
、
チ
ー
ム
ご
と
に
い
つ
も
食
べ

て
い
る
量
の
お
や
つ
を
ボ
ウ
ル
に
入
れ

て
重
さ
を
量
っ
た
後
、
講
師
か
ら
１
日

で
食
べ
る
適
切
な
お
や
つ
の
量
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
チ
ー
ム

が
食
べ
過
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、「
お
や
つ
は
食
事
の
ど

れ
く
ら
い
前
に
食
べ
る
？
」「
お
や
つ

を
食
べ
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
時
に
は
、
ど

れ
く
ら
い
運
動
す
れ
ば
い
い
の
？
」
な

ど
、
お
や
つ
に
つ
い
て
の
知
識
を
、
ク

イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
学
び
ま

し
た
。

　

６
月
16
日
、
市
民
体
育
館
で
第
29
回

交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
高
萩
地
区
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
自
転
車
の
安
全
運
転

技
能
と
交
通
安
全
知
識
を
身
に
つ
け
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

大
会
に
は
北
茨
城
市
と
高
萩
市
の
小

学
校
３
校
か
ら
10
チ
ー
ム
、
38
人
が
参

加
。
皆
さ
ん
は
学
科
、
技
術
の
両
面
か

ら
安
全
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

○
団
体
の
部

　

優　

勝　

秋
山
小
Ａ
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

精
華
小
Ｂ
チ
ー
ム

　

第
３
位　

精
華
小
Ａ
チ
ー
ム

○
個
人
の
部

　

優　

勝　

佐
々
木
菜
波
さ
ん(

秋
山
小)

　

準
優
勝　

赤
井
直
人
さ
ん(

秋
山
小)

　

第
３
位　

菊
池
紘
太
さ
ん(

関
南
小)

お
や
つ
は
ど
の
く
ら
い
食
べ
て
い
い
の
？

中
郷
第
二
小
学
校
で
食
育
教
室

正
し
く
安
全
な
自
転
車
の

乗
り
方
を
競
う

　

６
月
11
日
、
関
南
多
目
的
集
会
所
で
、

マ
ジ
シ
ャ
ン
の
マ
ギ
ー
審
司
さ
ん
、
歌

手
の
森
昌
子
さ
ん
を
招
い
て
の
ミ
ニ
ス

テ
ー
ジ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局
、
茨
城
新
聞

社
、
茨
城
放
送
の
地
元
３
社
が
推
進
す

る
「
茨
城
魂
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一

環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
約

３
０
０
人
が
観
覧
し
ま
し
た
。

　

マ
ギ
ー
さ
ん
は
「
大
変
な
時
期
で
も
、

笑
う
こ
と
で
元
気
に
な
っ
て
」
と
お
な

じ
み
の
マ
ジ
ッ
ク
や
笑
い
を
誘
う
ト
ー

ク
を
、
ま
た
、
森
さ
ん
は
「
歌
う
こ
と

で
皆
さ
ん
の
心
を
癒
せ
た
ら
」
と
ヒ
ッ

ト
曲
を
披
露
。
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
も
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
に
心
を
和
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

笑
顔
が
届
い
た
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ

マ
ギ
ー
審
司
さ
ん
、
森
昌
子
さ
ん
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５
月
24
日
、
華
川
中
学
校
の
１
年
生

が
県
北
農
林
事
務
所 

林
業
振
興
課
の

職
員
を
講
師
に
迎
え
、
し
い
た
け
の
栽

培
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
い
た
け
の
栽
培
工
程
の
説
明
を
受

け
た
後
、
講
師
の
指
導
に
よ
り
、
交
代

で
１
人
が
１
本
ず
つ
原
木
に
電
動
ド
リ

ル
で
穴
を
あ
け
、
そ
の
穴
に
木
づ
ち
で

駒
菌
を
打
ち
込
む
と
い
う
植
菌
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

植
菌
が
済
ん
だ
原
木
は
、
体
育
館
裏

に
保
管
さ
れ
、
二
年
後
の
春
に
は
収
穫

で
き
る
予
定
で
す
。

　

６
月
８
日
、
関
南
小
学
校
で
い
ば
ら

き
文
化
振
興
財
団
の
事
業
で
あ
る
音
楽

出
前
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の

体
育
館
に
は
、
全
校
児
童
と
十
数
名
の

保
護
者
が
集
ま
り
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
チ

ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
の
３
人
の
プ
ロ
の
演
奏

家
を
講
師
に
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器

の
紹
介
を
交
え
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
有
名
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
や
デ
ィ
ズ
ニ

ー
や
ジ
ブ
リ
の
曲
な
ど
全
17
曲
が
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
や
「
さ
ん
ぽ
」

で
は
、
講
師
の
「
知
っ
て
い
た
ら
一
緒

に
歌
っ
て
ね
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
応

え
、
児
童
た
ち
も
一
緒
に
合
唱
し
て
い

ま
し
た
。

　

６
月
９
日
、
精
華
小
学
校
に
猿
回
し

で
有
名
な
村
崎
太
郎
・
次
郎
さ
ん
が
訪

れ
ま
し
た
。
村
崎
太
郎
さ
ん
は
、「
被

災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
元
気
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
、
笑
顔
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
。」
と
い
う
想
い
を
胸
に
、

猿
の
次
郎
さ
ん
と
熱
演
。
漫
才
の
よ
う

な
軽
妙
で
愉
快
な
掛
け
合
い
を
交
え
な

が
ら
、
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
、
竹
馬
、

走
り
高
跳
び
、
階
段
跳
び
な
ど
の
芸
を

披
露
。
会
場
内
に
は
児
童
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
、
大
き
な
笑
い
声
が
響
い
て
い
ま

し
た
。

　

村
崎
さ
ん
は
精
華
小
学
校
の
ほ
か
、

市
内
の
小
学
校
や
保
育
園
、
漁
協
な
ど

６
カ
所
で
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

華
川
中
学
校
の
生
徒
が

し
い
た
け
の
植
菌
を
体
験

心
に
響
く
生
演
奏

音
楽
出
前
講
座

猿
ま
わ
し
村
崎
太
郎
・
次
郎
さ
ん
が

市
内
６
カ
所
で
公
演

11　広報　きたいばらき　7 月号



【
団
体
の
部
】

優
勝
石
岡
Ａ
、
準
優
勝
精
華
Ａ
、

３
位
平
潟
Ａ
、
大
津
Ａ

【
個
人
の
部
】

▼
１
・
２
年
生
優
勝
奥
寺
奏
達
（
平
潟
）、

準
優
勝
滝
尋
翔
（
精
華
）、
３
位
緑
川
天

瑠
夢
（
石
岡
）、
高
橋
樹
希
（
中
一
）、
敢

闘
賞
緑
川
天
瑠
夢
（
石
岡
）

▼
３
年
生
優
勝
宇
佐
美
夢
斗
（
中
一
）、

準
優
勝
佐
藤
颯
汰
（
明
徳
）、
３
位
日
置

啓
太
（
平
潟
）、
鈴
木
翔
真
（
明
徳
）、
敢

闘
賞
鈴
木
翔
真
（
明
徳
）

▼
４
年
生
優
勝
永
山
蔵
人
（
精
華
）、
準

優
勝
山
縣
裕
太
郎
（
華
川
）、
３
位
松
井

奨
（
精
華
）、
鈴
木
聖
人
（
大
津
）、
敢
闘

賞
鈴
木
聖
人
（
大
津
）

▼
５
年
生
優
勝
花
園
泰
斉
（
石
岡
）、
準

優
勝
鈴
木
卓
哉
（
精
華
）、
３
位
丹
能
秋

人
（
平
潟
）、
長
谷
川
万
記
（
大
津
）、
敢

闘
賞
鈴
木
温
稀
（
明
徳
）

▼
６
年
生
優
勝
穴
吹
健
志
郎
（
精
華
）、

準
優
勝
細
谷
元
暉
（
中
一
）、
３
位
坂
部

立
（
平
潟
）、
小
濱
幸
平
（
大
津
）、
敢
闘

賞
小
濱
幸
平
（
大
津
）

問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

（
蛭
田
）
内
４
３
２

○
北
茨
城
市
・
高
萩
市
合
同
大
会

　
５
月
17
日
㈫
、
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
ス
タ
ジ

ア
ム
水
戸
、
○
内
は
各
種
目
の
順
位
、
各

種
目
の
市
内
最
高
位
者
の
み
掲
載
。

【
男
子
】

▼
１
０
０
㍍
１
年
①
松
本
侑
哉
（
磯
原
）

13
秒
27
、
２
年
①
須
崎
昂
哉
（
中
郷
）
12

秒
54
、
３
年
①
小
林
一
輝
（
華
川
）
12
秒

43
、
▼
２
０
０
㍍
①
蛭
田
健
吾
（
中
郷
）

25
秒
55
、
▼
４
０
０
㍍
②
小
林
一
輝
（
華

川
）
55
秒
99
、
▼
８
０
０
㍍
①
石
塚
光
輝

（
磯
原
）
２
分
11
秒
71
、
▼
１
５
０
０
㍍

１
年
②
益
子
悠
平
（
華
川
）
５
分
00
秒
47
、

２
年
②
永
山
敬
士
（
中
郷
）
４
分
38
秒
30
、

３
年
③
小
室
雄
大
（
磯
原
）
４
分
33
秒
43
、

▼
３
０
０
０
㍍
③
石
塚
光
輝
（
磯
原
）
９

分
53
秒
39
、
▼
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
②
池

田
和
輝
（
中
郷
）
17
秒
54
、
▼
走
り
幅
跳

び
①
新
妻
丈
（
華
川
）
５
㍍
69
、
▼
走
り

高
跳
び
③
鈴
木
靖
顕
（
磯
原
）
１
㍍
50
、

▼
砲
丸
投
げ
①
芳
賀
友
喜
（
磯
原
）
10
㍍

16
、
▼
四
種
競
技
①
中
本
海
斗
（
華
川
）

１
８
７
７
点
大
会
新
、
▼
４
×
１
０
０
㍍

リ
レ
ー
①
中
郷
48
秒
48

【
女
子
】

▼
１
０
０
㍍
１
年
②
上
遠
野
さ
く
ら
（
中

郷
）
14
秒
73
、
２
年
⑤
林
優
希
（
常
北
）

14
秒
56
、
３
年
①
千
田
聖
奈
（
常
北
）
13

秒
90
、
▼
２
０
０
㍍
②
滝
彩
乃
（
中
郷
）

29
秒
37
、
▼
８
０
０
㍍
③
緑
川
琴
美
（
中

郷
）
２
分
33
秒
05
、
▼
１
０
０
㍍
ハ
ー
ド

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス(

中
学
生
の
部)

６
月
４
日
㈯
、
雨
情
の
里
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
男
子
】

優
勝 

渡
辺
一
輝
・
宇
佐
美
圭
太
（
磯
原
）、

準
優
勝 

山
縣
晃
良
・
滑
川
北
斗
（
華
川
）、

３
位 

篠
塚
将
・
鈴
木
淑
高
（
常
北
）、
赤

津
械
太
・
金
澤
直
樹
（
関
本
）

【
女
子
】

優
勝 

神
長
位
佳
・
上
野
暖
佳
（
中
郷
）、

準
優
勝 

田
城
志
穏
・
滝
未
玖
歩
（
中
郷
）、

３
位 

樋
本
有
華
・
神
永
智
菜
津
（
磯
原
）、

佐
藤
優
美
・
豊
田
真
優
（
磯
原
）

▼
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

６
月
９
日
㈭
、
関
南
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

優
勝 

か
も
め
会
、
準
優
勝 

日
棚
フ
レ
ン

ド
、
３
位 

平
潟
ス
パ
ー
ク
、
敢
闘
賞 

日

の
出
会

問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
関
根
）
内
４
２
２

６
月
12
日
㈰　

精
華
小
す
も
う
場

第
33
回

子
ど
も
す
も
う
大
会

スポーツの
結果

ル
②
滝
彩
乃
（
中
郷
）
17
秒
69
、
▼
走
り

幅
跳
び
１
年
②
櫻
井
茜
（
磯
原
）
４
㍍
04
、

共
通
②
佐
藤
遥
菜
（
華
川
）
４
㍍
39
、
▼

走
り
高
跳
び
①
木
島
美
奈
（
磯
原
）
１
㍍

42
、▼
砲
丸
投
げ
①
蛭
田
明
日
香
（
関
本
）

９
㍍
91
、▼
四
種
競
技
①
大
浦
悠
（
磯
原
）

１
８
４
５
点
、
▼
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
中
郷
54
秒
62

○
県
北
大
会

　

６
月
２
日
㈭
、
日
立
市
民
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
、
○
内
は
各
種
目
の
順
位
、
各

種
目
の
市
内
最
高
位
者
の
み
掲
載
。

【
男
子
】

▼
１
０
０
㍍
１
年
⑤
松
本
侑
哉
（
磯
原
）

13
秒
03
、
２
年
②
徳
永
将
稀
（
中
郷
）
12

秒
82
、
３
年
③
小
林
一
輝
（
華
川
）
12
秒

28
、
▼
２
０
０
㍍
②
小
林
一
輝
（
華
川
）

24
秒
37
、
▼
４
０
０
㍍
⑦
藤
井
一
喜
（
中

郷
）
59
秒
72
、
▼
１
５
０
０
㍍
共
通
④

小
室
雄
大
（
磯
原
）
４
分
28
秒
21
、
▼

３
０
０
０
㍍
⑦
石
塚
光
輝
（
磯
原
）
９
分

41
秒
22
、
▼
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
⑥
池
田

和
輝
（
中
郷
）
18
秒
11
、
▼
走
り
幅
跳
び

②
新
妻
丈
（
華
川
）
５
㍍
64
、
▼
砲
丸
投

げ
③
芳
賀
友
喜
（
磯
原
）
10
㍍
29
、
▼
四

種
競
技
①
中
本
海
斗
（
華
川
）
１
７
６
０

点
、
▼
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー
④
蛭
田
朋

弥
・
蛭
田
健
吾
・
須
崎
昂
哉
・
徳
永
将
稀

（
中
郷
）
47
秒
57
、
▼
男
子
総
合
⑥
華
川

【
女
子
】

▼
１
０
０
㍍
１
年
⑤
上
遠
野
さ
く
ら
（
中

郷
）
14
秒
74
、２
年
⑦
飯
塚
千
尋
（
磯
原
）

14
秒
33
、
３
年
⑤
佐
藤
友
季
（
中
郷
）
14

秒
20
、
▼
１
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
④
高
橋
琴

美
（
中
郷
）
17
秒
31
、
▼
走
り
幅
跳
び
共

通
⑧
小
林
香
央
莉
（
中
郷
）
４
㍍
36
、
▼

走
り
高
跳
び
①
竹
田
七
海
（
中
郷
）
１
㍍

43
、
▼
砲
丸
投
げ
③
佐
川
珠
里
（
磯
原
）

９
㍍
95
、
▼
四
種
競
技
⑥
沼
田
沙
樹
（
中

郷
）
１
４
７
７
点
、
▼
４
×
１
０
０
㍍
リ

レ
ー
④
滝
彩
乃
・
小
林
香
央
莉
・
山
縣
千

夏
・
佐
藤
友
季
（
中
郷
）
54
秒
24
、
▼
女

子
総
合
④
中
郷

【
男
女
総
合
】
⑥
中
郷

問
学
校
教
育
課
（
小
髙
） 

内
４
４
０
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磯
原
郷
英
高
等
学
校 
柔
道
部

　

県
立
磯
原
郷
英
高
等
学
校
の
柔
道
部

が
、
５
月
11
日
か
ら
12
日
に
下
館
市
で

開
催
さ
れ
た
関
東
高
等
学
校
柔
道
大
会

茨
城
県
予
選
の
団
体
戦
で
男
子
が
５
位
、

女
子
が
３
位
の
好
成
績
を
収
め
、
６
月

３
日
か
ら
４
日
に
群
馬
県
前
橋
市
で
開

催
さ
れ
た
関
東
高
等
学
校
柔
道
大
会
に

男
女
揃
っ
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
電

車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
が
止
ま
っ
て

し
ま
っ
た
た
め
、
春
休
み
期
間
中
は
多

く
の
部
員
が
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

各
自
が
自
主
練
習
。
ま
た
、
練
習
再
開

初
日
に
は
部
員
が
１
人
し
か
参
加
で
き

ず
、
学
校
が
始
ま
っ
た
後
も
、
道
場
が

被
災
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

た
め
、
練
習
は
グ
ラ
ン
ド
を
使
っ
て
の

立
ち
技
の
練
習
や
走
り
こ
み
と
、
満
足

の
行
く
練
習
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
市
内
の
小
中
学
校
か
ら

道
場
の
提
供
の
申
し
出
が
あ
り
、
平
日

は
磯
原
中
学
校
の
道
場
を
借
り
て
の
練

習
、
休
日
は
県
央
や
県
南
ま
で
遠
征
を

行
い
ま
し
た
。
磯
原
中
学
校
に
は
、
同

じ
様
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
福
島
県

内
の
柔
道
部
員
も
練
習
に
訪
れ
、
一
緒

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

主
将
の
山
崎
輝
さ
ん（
３
年
）は「
震

災
の
影
響
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
被

災
地
だ
か
ら
こ
そ
と
思
っ
て
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。」
と
、
顧
問
の
木
川
大
蔵

教
諭
は
「
震
災
の
影
響
で
苦
労
し
た
部

分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
遠
征
で
の
経
験

や
、
福
島
の
皆
さ
ん
と
練
習
出
来
た
お

か
げ
で
、
普
段
よ
り
質
の
高
い
練
習
が

出
来
ま
し
た
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

華川中学校サッカー部

それぞれの個性をプレーに活かして

　華川中学校サッカー部は、キャプテンの飛知
和君を中心に１年生４人、２年生６人、3 年生
４人の合計 13 人の部員で活動しています。
　チームの特徴としては、１年生からレギュラ
ーを狙えるので、メンバーそれぞれのモチベー
ションが高いことです。
　練習ではチームの全員が一丸になり、顧問の
鈴木崇之先生もチームに交じって一緒に練習し
ています。また、１人が１つのポジションだけ
にとどまらず、複数の役割をこなせるように、
全員が攻守の
役割を入れ替
えて練習を行
っています。
　この夏のチ
ームの目標を
キャプテンの
飛知和君に尋
ねたところ、「まずは目の前の１勝です。それ
を１つずつ積み重ねて、県北大会に出場したい
です。」と意気込みを語ってくれました。
　鈴木崇之先生は「メンバーそれぞれの個性が
強いため、その個性をプレーにも活かせるよう
に指導しています。１人１人がベストを尽くし、
その結果が勝利に繋がればと思っています。」
と話してくれました。
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北茨城市立総合病院の診療体制 平成 23 年 6 月 30 日現在

診療科 月 火 水 木 金 土 入院受入

内 科
午前

初診 荒井 渋木 山尾 荒井 永田 当番医

可予約 藤枝 藤枝 永田 渋木 荒井
藤枝 当番医

午後 予約 藤枝 藤枝 藤枝
永田 渋木 藤枝

荒井 −

循環器内科 午前 山尾 山尾 非常勤 山尾 − 三橋（7/2）
小形（7/16） 可

外 科 午前 小出
小池

田渕
（第 1・3・5） 小池 宇佐美

小池 小出 小池 可

婦 人 科
午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池 可

午後 小池 − − − − − −

眼 科 午前 − − − − − − −

小 児 科

一般
外来

午前 小宅 平木 平木 小宅 平木

− −

午後 − − − − 定期外来

健診・注射
予防注射

小宅（午後） −
乳児健診

平木（午後） − −

専門外来 アレルギー外来
黒田（第３） − 神経外来

浜野 − 心臓外来
堀米（第４午後）

泌 尿 器 科
午前 − − − 笠谷 − −

−
午後 − − − 笠谷（第２除く） − −

脳神経外科
午前 金子 − − − − 金子

−
午後 金子 − − − − −

整 形 外 科
午前 − − 永井 井上 − 土屋（第１・３）

−
午後 永井 − 永井 井上 − −

耳鼻咽喉科 午前 − − − 徳永 − 当番医 −

皮 膚 科
午前 倉持 − − 倉持 − −

−
午後 倉持 − ※月曜は耳鼻科外来、木曜午前中は小児科外来にて診察します。

歯科口腔外科

午前 若月 若月 若月
若月

口腔外科・吉田
（7/14）

若月 若月

可

午後 若月 若月 若月
若月

口腔外科・吉田
（7/14）

− −

※午前の一般受付は 11 時まで、午後の受付時間は各科によって異なりますのでお問い合わせください。
※土曜日の診療は、第１・第３・第５土曜日です。（第２・第４土曜日は休診となります。）

問い合わせ：北茨城市立総合病院　46 − 1121　医事課　田谷・井坂（内線３２１・２３９）

■
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

開
設
し
ま
し
た

　

市
立
総
合
病
院
を
ご
利
用
い
た
だ

く
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
健
康
に
対
す

る
不
安
や
疑
問
、
介
護
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
看
護
師
が
相
談
を
お
受
け

す
る
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
設
開
始　
７
月
４
日
㈪
か
ら

○
開
設
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時　

○
相
談
内
容

　

健
康
や
疾
病
予
防
に
関
す
る
こ

　

と
、
看
護
・
介
護
に
関
す
る
こ

　

と
な
ど

問
市
立
総
合
病
院 

看
護
部

　
（
熊
谷
・
木
村
） 

☎
㊻
１
１
２
１

■
市
民
公
開
医
学
講
座
を

開
催
し
ま
す

○
と
き　
７
月
22
日
㈮

　

午
前
10
時
～
11
時

○
と
こ
ろ　

石
岡
区
民
会
館

　
　
　
　
　
（
中
郷
町
石
岡
）

○
講
師

　

市
立
総
合
病
院
長　

土
井
幹
雄

○
テ
ー
マ　

｢

加
齢
よ
も
や
ま
話｣

問
市
立
総
合
病
院 

総
務
課

　
（
滝
・
狩
野
） 

☎
㊻
１
１
２
１

市
立
総
合
病
院
か
ら
の

お

知

ら

せ
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弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
土
地
問
題
や

金
銭
貸
借
、
離
婚
、
相
続
な
ど
日

常
生
活
上
の
法
律
問
題
で
お
困
り

の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
８
月
10
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
（
相
談
時
間　

一
人
約
15
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
12
人
）。

　

８
月
３
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か

ら
９
時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電

話
㊸
２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
が
多
い
た
め
、
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
広
瀬
）
内
１
７
８

　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

■
高
齢
者
住
宅
資
金

　

こ
の
資
金
は
、
お
年
寄
り
の
居

室
な
ど
を
増
改
築
す
る
た
め
の
資

金
で
す
。

○
対
象

　

高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
と
同
居

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
し
て
い
る

世
帯

○
限
度
額

　

２
２
６
万
４
０
０
０
円

　

茨
城
県
で
は
、
茨
城
県
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
の
協
力
で「
障
害
児
・

者
サ
ポ
ー
ト
手
帳
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

こ
の
手
帳
は
、
病
院
で
お
願
い

　

こ
れ
ま
で
定
期
接
種
が
で
き
な

か
っ
た
７
歳
半
～
９
歳
未
満
の
方

で
も
接
種
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
７
年
６
月
１
日
～

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

１
期
・
２
期
の
接
種
が
済
ん
で
い

な
い
方
は
、
20
歳
未
満
ま
で
の
間
、

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
に
は
予
診
票
を
発

行
し
ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳

を
持
参
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
防
接
種

は
、
市
内
の
委
託
医
療
機
関
で
接

種
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
中
原
）

☎
㊸
１
３
１
０

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す

行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
資
金
貸
付
制
度

障
害
児
・
者
サ
ポ
ー
ト
手
帳
の

配
布
に
つ
い
て

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

機
会
を
逃
し
た
方
々
へ

案  

内

を
開
設
し
ま
す
。
相
続
と
遺
言
に

関
す
る
こ
と
や
、
各
種
行
政
手
続

き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。

○
と
き　
８
月
３
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
（
相
談
時
間 

一
人
約
40
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。

　

７
月
27
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か

ら
９
時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電

話
㊸
２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
広
瀬
）
内
１
７
８

○
利
率　

年
利
2.5
％
以
内

○
償
還　

10
年
（
２
年
据
置
）

○
募
集
戸
数　
１
戸
（
先
着
）

○
申
込
締
切　
９
月
30
日
㈮

申
問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

（
泉
）
内
１
２
２

■
障
害
者
住
宅
資
金

　

こ
の
資
金
は
、
障
害
者
の
専
用

居
室
な
ど
を
増
改
築
す
る
た
め
の

資
金
で
す
。

○
対
象

　

障
害
者
（
１
～
４
級
）、
重
度

知
的
障
害
者
と
同
居
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
し
て
い
る
世
帯

○
限
度
額

　

２
２
６
万
４
０
０
０
円

○
利
率　

年
利
2.5
％
以
内

○
償
還　

10
年
（
２
年
据
置
）

○
申
込
締
切　
９
月
30
日
㈮

申
問
社
会
福
祉
課 

援
護
係

（
日
下
部
）
内
１
３
５

し
た
い
事
や
病
状
の
説
明
を
保
護

者
が
記
入
し
て
お
く
こ
と
で
、
ス

ム
ー
ズ
な
受
診
に
役
立
て
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

市
社
会
福
祉
課
の
窓
口
で
希
望

さ
れ
る
方
に
配
布
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課 

援
護
係

（
大
平
）
内
１
３
６
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赤
ち
ゃ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
と

一
緒
に
赤
ち
ゃ
ん
サ
ー
ク
ル
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
赤
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
手
遊
び
し
た
り
、
身
長

や
体
重
を
計
っ
た
り
、
普
段
で
き

な
い
体
験
を
し
て
み
た
い
方
を
募

集
し
ま
す
。

○
と
き　
７
月
26
日
㈫
と
８
月
23

日
㈫
、
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分

○
と
こ
ろ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
専
務
取
締

役
総
料
理
長
の
鎌
田
昭
男
氏
が
教

え
る
料
理
教
室
で
す
。
料
理
を
作

り
、
食
べ
、
片
づ
け
ま
で
を
し
ま

す
。
現
役
の
一
流
シ
ェ
フ
か
ら
直

接
指
導
を
受
け
ら
れ
る
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
８
月
25
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

○
と
こ
ろ　

明
徳
小
学
校

○
講
師　

鎌
田
昭
男
氏
（
東
京

ド
ー
ム
ホ
テ
ル
専
務
取
締
役
総

料
理
長
）

○
対
象　

市
内
小
学
校
５
、６
年

生
36
人
（
２
人
一
組
）

○
募
集
期
間　
７
月
15
日
㈮
～
22

日
㈮

○
募
集
方
法　

電
話
で
受
け
付
け

（
土
日
祝
日
除
く
）

※
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
名
、
学

校
名
、
学
年
、
性
別
、
住
所
、
電

話
番
号
、
保
護
者
名
等
を
お
聞
き

し
ま
す
。
応
募
者
多
数
の
と
き
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

○
参
加
費　

一
人
５
０
０
円

申
問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

（
市
毛
）
内
４
３
１

あ
か
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験

鎌
田
シ
ェ
フ
の

子
ど
も
料
理
教
室

募  

集

　

先
の
大
戦
で
戦
没
さ
れ
た
本
市

関
係
者
の
霊
に
対
し
、
市
を
挙
げ

て
追
悼
し
、
遺
族
の
ご
苦
労
に
対

し
深
い
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
市
戦
没
者

追
悼
式
を
挙
行
し
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
る
全
国
戦
没
者
追
悼
式
の

テ
レ
ビ
中
継
が
放
映
さ
れ
ま
す
。

○
と
き　
８
月
15
日
㈪

　
　
　
　

午
前
11
時
40
分
開
式

　
　
　
　
（
受
付
は
11
時
～
）

○
と
こ
ろ

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

（
泉
、
鈴
木
）
内
１
２
２

　

下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル

の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

○
テ
ー
マ　

日
常
生
活
の
中
で
下

水
道
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い

て
、
自
由
な
発
想
、
表
現
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
官
製
は
が
き
で
、
左
記

へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
（
９
月
９

日
㈮
必
着
）。

※
応
募
は
１
人
１
点
で
未
発
表
の

作
品
に
限
り
ま
す
。
小
・
中
学
生

は
学
校
を
通
じ
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
９
２
北

茨
城
市
磯
原
町
磯
原
１
６
３
０

　

県
で
は
、
高
齢
者
の
介
護
予
防

を
推
進
す
る
た
め
「
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
」
を
普
及
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
県
立
健
康
プ

ラ
ザ
が
開
催
す
る
「
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
３
級
」
養
成

講
習
会
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

45
分

○
と
こ
ろ　

県
立
健
康
プ
ラ
ザ

○
受
講
料　

無
料
（
交
通
費
、
昼

食
代
は
各
自
負
担
）

○
募
集
対
象　

①
平
成
23
年
４
月

１
日
現
在
満
60
歳
以
上
で
、
常

勤
の
職
業
に
つ
い
て
い
な
い
茨

城
県
民　

②
講
習
会
の
全
日
程

に
参
加
で
き
、
認
定
後
に
地
域

活
動
が
で
き
る
人

○
定
員　

２
４
０
人

○
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切　
７
月
28
日
㈭

※
日
程
な
ど
詳
し
く
は
下
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
〒
３
１
０
‐
０
８
５
２
水

戸
市
笠
原
町
９
９
３
‐
２
県
立

健
康
プ
ラ
ザ

☎
０
２
９
‐
２
４
３
‐
４
２
１
７

市
戦
没
者
追
悼
式
を　

行
い
ま
す

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

～
下
水
道 
生
き
も
の
す
べ
て
の

い
の
ち
の
わ
～

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
３
級
養
成
講
習
会

平
成
23
年
度
下
期
受
講
者
募
集

○
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
通
学

し
て
い
る
高
校
生

○
募
集
人
数　

各
10
人

○
申
込
締
切　
７
月
20
日
㈬

申
問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
芳
賀
）

☎
㊸
１
３
１
０

問
高
齢
福
祉
課
内

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
板
橋
）
内
１
２
３

番
地

下
水
道
課 

管
理
係(

駒
木
根)

内
２
６
２
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■
エ
ン
ジ
ョ
イ
俳
句
教
室

○
と
き　
８
月
８
日
㈪
・
22
日
㈪
・

９
月
12
日
㈪
（
３
回
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

｢

ラ
イ
ト｣

○
内
容　

北
茨
城
俳
句
ポ
ス
ト
大

賞
に
向
け
て
の
勉
強
会
で
す
。

　
　

当
季
雑
詠
（
夏
～
秋
）
で
、

句
を
い
く
つ
か
作
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

○
講
師　

岡
野　

明
氏

○
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方

○
募
集
人
員　

30
人

○
持
参
品　

筆
記
用
具

○
申
込
方
法　
７
月
29
日
㈮
ま
で

に
電
話
で

申
問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ラ

イ
ト
」
生
き
が
い
講
座
担
当

（
鈴
木
）
☎
㊸
５
３
６
１

○
と
き　
８
月
５
日
㈮
～
７
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○
と
こ
ろ

　

常
陸
太
田
市
総
合
福
祉
会
館

○
費
用　
５
０
０
０
円　

○
服
装　

活
動
し
や
す
い
服
装

（
ス
カ
ー
ト
不
可
）、
運
動
靴

○
持
ち
物　

筆
記
用
具

○
募
集
期
間 

７
月
21
日
㈭
ま
で

■
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
そ
ば
学
校　

生
徒
募
集
】

　

地
元
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
、
種
ま
き
か
ら
収
穫
、
そ
ば

打
ち
ま
で
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
と
き
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

　

８
月
６
日　

開
講
式
、
種
ま
き

　

８
月
27
日　

草
刈
り

　

９
月
17
日　

そ
ば
花
見
、
野
点

　

10
月
15
日　

収
穫
と
そ
ば
料
理

づ
く
り

　

11
月
５
日　

収
穫
、
そ
ば
打
ち

　

11
月
19
日　

閉
校
式
、
そ
ば
打

ち
、
新
そ
ば
試
食

生
き
が
い
講
座
受
講
者
募
集

情
報
B
O
X

応
急
手
当
普
及
員

養
成
講
習
会
受
講
者
募
集

申
問
消
防
署 

救
急
救
助
係
（
佐

藤
、
尾
形
） 

☎
㊷
０
１
６
１

　

常
陸
太
田
市
消
防
本
部

☎
０
２
９
４
‐
73
‐
１
１
９
４

○
募
集
人
数 　

20
人
（
先
着
順
）

○
費
用　
１
万
２
千
円
（
６
回
）

申
問
田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
会

事
務
局（
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
内
）

　
（
鈴
木
、
松
本
） 

☎
㉚
０
６
０
６

【
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

○
期
日　
７
月
25
日
㈪
～
収
穫
期

○
場
所　　

童
謡
の
森
ふ
れ
あ
い

パ
ー
ク

○
募
集
人
数　

12
人
（
先
着
順
）

○
参
加
費　

無
料

○
持
ち
物　

帽
子

○
申
込
方
法　
７
月
22
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み

※
収
穫
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
３

割
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申
問
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね

　
（
鈴
木
、
松
本
） 

☎
㉚
０
６
０
６

■
東
日
本
大
震
災
で
仕
事
中
・
通

勤
中
に
被
災
さ
れ
た
労
働
者
や

そ
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

　

震
災
に
よ
る
怪
我
や
死
亡
に
関

す
る
労
災
保
険
給
付
の
請
求
、
相

談
は
、
全
国
す
べ
て
の
労
働
基
準

監
督
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
労
働
局 

労
災
補
償
課

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
７

■
保
護
者
対
象
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー

　

就
職
を
考
え
て
い
る
高
校
生
や

大
学
生
・
既
卒
者
の
保
護
者
を
対

象
に
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

■
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
）
筑
波

国
際
セ
ン
タ
ー
で
農
業
研
修
を
さ

■
看
護
職
再
就
業
支
援
研
修

受
講
生
募
集

○
対
象　

未
就
業
中
で
医
療
施
設

等
に
再
就
職
を
考
え
て
い
る
看

護
職
（
看
護
師
、
准
看
護
師
）

○
受
講
料　

無
料

○
内
容
と
日
程

・
総
合
型
再
就
業
支
援
研
修

　
（
20
人
程
度
）、
基
礎
講
義
と
実

技
９
月
５
日
㈪
～
８
日
㈭
、
医

療
施
設
見
学
実
習
９
～
11
月
中

の
３
日
間

・
医
療
施
設
派
遣
型
支
援
研
修

　
（
１
人
か
ら
）
医
療
施
設
見
学

実
習
９
～
11
月
中
の
３
日
間

○
申
込
締
切　
８
月
８
日
㈪

問
日
立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

看
護
専
門
学
校

　

☎
０
２
９
４
‐
59
‐
３
２
０
０

　

０
２
９
４
‐
24
‐
３
２
０
１

が
県
内
で
就
職
す
る
た
め
の
情
報

を
お
伝
え
し
ま
す
。
事
前
予
約
制
、

参
加
料
は
無
料
で
す
。

○
と
き　
７
月
23
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

○
と
こ
ろ　

い
ば
ら
き
就
職
・
生

活
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
水
戸

市
三
の
丸)

○
定
員　

先
着
35
名

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雇
用
人
材
協

会
☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
５
０
６
２
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と
な
り
の
ま
ち
か
ら

■
安
全
に
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を

楽
し
む
た
め
に

　

７
月
１
日
～
８
月
31
日
に
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
愛

好
家
に
対
し
て

安
全
指
導
を
行

う
予
定
で
す
。

①
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
、
釣

り
等
の
方
々

は
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
や
複
数
人

に
よ
る
行
動

②
携
帯
電
話
等
の
適
切
な
連
絡
手

段
の
確
保
（
防
水
カ
バ
ー
等
）

③
海
の
事
件
事
故
は
１
１
８
番
へ

　

メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
海
の
安
全

情
報
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

w
w

w
7

.kaih
o.m

lit.g
o.jp

/
m

icsm
ail/reg/touroku.htm

l

問
茨
城
海
上
保
安
部

☎
０
２
９
‐
２
６
３
‐
４
１
１
８

■
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た

中
小
企
業
へ
の
助
成
金
ご
案
内

■
身
体
障
害
者
の
た
め
の

無
料
結
婚
相
談
・
各
種
相
談

　

㈳
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
協

議
会
で
は
、
無
料
の
結
婚
相
談
や

就
労
、
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
総

合
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

○
相
談
日　

毎
週
月
～
金
曜
日

（
祝
祭
日
、
年
末
を
除
く
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

※
結
婚
相
談
は
要
予
約

問
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

☎
０
２
９
‐
２
４
３
‐
７
０
１
０

■
高
齢
者
・
父
と
子

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

県
歯
科
医
師
会
で
は
、
健
康
な

歯
を
お
持
ち
の
方
の
コ
ン
ク
ー
ル

を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
対
象

・
高
齢
者　

昭
和
６
年
３
月
31　

日
以
前
生
ま
れ(

80
歳
以
上)

で
、
ご
自
分
の
歯
を
20
本
以
上

お
持
ち
の
方

・
父
と
子　

満
３
歳
～
６
歳
（
平

成
17
年
４
月
２
日
～
20
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）
の
未
就
学
児
と

そ
の
父
親

※
い
ず
れ
も
過
去
に
入
賞
歴
の
あ

る
方
を
除
く
。

○
審
査
方
法

　

１
次　

口
腔
診
査（
歯
科
医
院
）

　

２
次　

書
類
審
査

○
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
郵
便
番
号
、住
所
、

応
募
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

か
か
り
つ
け
ま
た
は
最
寄
り
の

歯
科
医
院
を
記
入
し
、
左
記
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　

申
込
者
に
口
腔
診
査
票
を
送

り
ま
す
。
歯
科
医
院
で
検
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
（
県
歯
科
医

師
会
会
員
の
歯
科
医
院
で
受
診

の
と
き
は
無
料
）。

○
応
募
期
限 

７
月
21
日
㈭
必
着

○
入
賞
・
表
彰　

そ
れ
ぞ
れ
最
優

秀
１
人
、
優
秀
５
人
、
シ
ニ
ア

１
人
（
高
齢
者
の
み
）
で
、
入

■
第
33
回
東
海
ま
つ
り（
東
海
村
）

　
「
元
気
村
と
う
か
い
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
33
回
東
海
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

会
場
の
東
海
駅
東
大
通
り
が
歩

行
者
天
国
と
な
り
、
山
車
や
神
輿

な
ど
も
繰
り
出
し
、
夏
の
ひ
と
時

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

○
と
き　
８
月
６
日
㈯
午
後
２
時

か
ら
午
後
７
時
ま
で
（
雨
天
時

等
は
、
８
月
７
日
㈰
に
順
延
）

○
と
こ
ろ　

JR
東
海
駅
東
大
通
り

○
内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー･

パ
レ
ー
ド･

山
車･

神

輿
問
東
海
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
０
２
９
‐
２
８
３
‐
２
１
４
１

■
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
き
た
い
ば
ら
き
６
月
号
11

頁｢

わ
た
し
の
夢
パ
レ
ッ
ト｣

に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

誤　

矢
内　

龍
平
さ
ん

　
　
　

↓

正　

谷
内　

龍
平
さ
ん

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

れ
て
い
る
諸
外
国
か
ら
の
研
修
員

の
方
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な

っ
て
、
市
民
夏
ま
つ
り
に
参
加
い

た
だ
け
る
家
族
を
募
集
し
ま
す
。

○
期
間 
８
月
20
日
㈯･

21
日
㈰

○
募
集
数　

20
家
族

○
募
集
期
限　
８
月
６
日
㈯

申
問
北
茨
城
市
国
際
交
流
協
会

（
村
山
）
☎
㊸
３
６
４
４

㊸
２
２
７
２

　

最
も
低
い
時
間
給
を
、
計
画
的

に
８
０
０
円
以
上
に
引
き
上
げ
る

中
小
企
業
に
対
し
、
助
成
金
を
支

給
し
、
業
務
改
善
を
支
援
し
ま
す
。

○
支
給
要
件　

①
事
業
場
の
最
も

低
い
時
間
給
を
４
年
以
内
に

８
０
０
円
以
上
に
引
き
上
げ
る

計
画
を
策
定
。
②
１
年
当
た
り

の
引
き
上
げ
額
を
40
円
以
上
と

す
る
こ
と
を
就
業
規
則
等
に
規

定
。
③
引
き
上
げ
後
の
支
払
い

実
績
が
あ
る
。
④
賃
金
引
き
上

げ
の
た
め
の
業
務
改
善
を
、
目

的
に
設
備
・
危
機
の
導
入
を
行

い
、
そ
の
費
用
を
支
払
う
。

○
支
給
額　

支
給
要
件
を
満
た
し

た
年
度
ご
と
に
、
④
の
経
費
の

２
分
の
１（
上
限
１
０
０
万
円
）

※
制
度
の
詳
細
や
申
請
は
、
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
茨
城
労
働
局 

労
働
基
準
部

　

賃
金
室

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
６

賞
者
は
11
月
開
催
予
定
の
県
民

歯
科
保
健
大
会
で
表
彰
。

申
問
〒
３
１
０
‐
０
９
１
１

　

水
戸
市
美
和
２
丁
目
２
９
２

県
歯
科
医
師
会
８
０
２
０
事
業
係

☎
０
２
９
‐
２
５
２
‐
２
５
６
１

０
２
９
‐
２
５
３
‐
１
０
７
５
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■歯の相談（要予約）
７月 27 日㈬、８月 24 日㈬
午前９時 30 分～ 11 時 30 分
■精神保健相談（要予約）
　7 月 20 日㈬、８月 22 日㈪
■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　７月 27 日㈬、８月 24 日㈬　
　午後１時～２時受付
■４カ月児健康診査
　7 月 21 日㈭、８月 18 日㈭　
　午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

7 月 22 日㈮、８月 26 日㈮
午後１時～１時 30 分受付
■２歳児歯科健診

７月７日㈭、９月１日㈭
午後１時～１時 30 分受付
■３歳児健康診査

７月８日㈮、８月 12 日㈮　午後１時～２時受付
問 保健センター　☎４３‐１３１０

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
７月７日㈭、21 日㈭、８月４日㈭、18 日㈭
[ 大津町公民館 ]
7 月 14 日㈭、28 日㈭、８月 11 日㈭、25 日㈭
どちらも午後１時～４時

問 社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談　
　７月６日㈬、20 日㈬、８月３日㈬
　午前10 時～午後３時　大津子どもの家

　問 社会福祉課　内１３２
■健康いきいき体操　
　【エイサー太鼓】[ 市民ふれあいセンター ]
　７月 20 日㈬、８月休講　午前 10 時～ 11 時
　【ステップ台】[ 平潟町公民館 ]
　７月 12 日㈫、８月９日㈫　午前 10 時～ 11 時
　問 生涯学習課　内４３２
■７・８月の「ふれあい体操」

７月５日㈫、12 日㈫、21 日㈭、26 日㈫
８月２㈫、９日㈫、18 日㈭、23 日㈫、30 日㈫
午後１時 30 分～３時　市民ふれあいセンター
問 地域包括支援センター　内１２４

健　診　と　相　談

休日の
当番医

☆各種健診など☆各種相談など

診療時間　午前９時～午後５時

7／10
北茨城クリニック

☎ 46-5101 ( 大津町 )

17
市立総合病院

☎ 46-1121 ( 大津町 )

18
かもめ大津港クリニック

☎ 46-0133 ( 大津町 )

24
廣橋第一病院

☎ 46-5111 ( 関南町 )

31
なかの循環器科・内科クリニック

☎ 30-1002 ( 中郷町 )

8／7
市立総合病院

☎ 46-1121 ( 大津町 )
市立図書館　☎ 42－1451

7月
日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 8/1 2 3 4 5 6
☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
7 月 27 日㈬ 午前10 時〜 11 時
　幼児を対象に絵本の読み聞かせや
紙芝居、手遊びなどをしています。

は休館日

※８月は休館いたしません。

月 - July -
市立図書館7

固
定
資
産
税　
　
　
　
　
　

［
第
２
期
］

国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　

［
第
１
期
］

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

［
第
１
期
］

介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　

［
第
１
期
］

納
期
限　

８
月
１
日
㈪

今月の納税

～図書館からのお知らせ～
　図書館では、夏休み期間中（７／ 20 〜８／
31）は、開館時間が変更になります。
　今まで休館だった月・火曜日（午前中）が開
館になります。

　７月から、いわき市・日立市・常陸太田市・高萩市・北茨城市の図書館が広域利用ができるよ
うになります。これからは、いわき市・日立市・常陸太田市・高萩市・北茨城市のいずれかの市
にお住まいであれば、5 市 12 館 3 分室の公立図書館が利用できるようになります。
　ご利用の方は、各市の図書館窓口でお申し込みいただき、カードを発行してもらってください。
詳しくは図書館までお問い合わせください。

【公立図書館の5市協定が結ばれました】
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北茨城市役所　☎43-1111



広報きたいばらきでは、ペット自慢やマイ・
ガーデニングなどに掲載させていただく市
内在住の方を募集しています。

ペット自慢 趣味悠々　マイ・
ガーデニング

飼っている動物
の紹介。
（動物の種類は
問いません）

ご自宅のお庭の
紹介。

趣味を持って活
動している方の
紹介。

※詳細は下記へお問い合わせください。
　申 問市民課 広報広聴係（佐藤）内１７７

うちのうちの

　
６
月
４
日
、
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
「
震

災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト　
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ　
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
株
式
会

社
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
・
エ
フ
・
シ
ー
が
主
催
し
た
も

の
で
、
市
内
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
の
児

童
約
１
０
０
人
と
そ
の
保
護
者
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
前
座
試
合
に
参
加
。
鹿

島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
５
人
の
現
役
選
手
と
対
戦
し
、
気

持
ち
よ
さ
そ
う
に
裸
足
で
芝
生
を
走
り
回
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
と
元
Ｊ
リ
ー

ガ
ー
チ
ー
ム
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ッ
チ
を
観
戦
。
皆
さ

ん
は
、
元
プ
ロ
選
手
の
プ
レ
ー
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

市の人口と世帯　平成 23年 6月 1日現在（　）は前月比
総人口… 46,394 人 （ − 71） 出　生… 24 人 （　 ＋ 5）

男… 22,824 人 （ − 27） 死　亡… 47 人 （ − 12）

女… 23,570 人 （ − 44） 転　入… 79 人 （ − 49）

世帯数… 17,432 世帯（　− 6） 転　出… 127 人 （− 113）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市　　編集／市民課
〒 319−1592　北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 02 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp
◆Ｅメール
　kouhou@city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

「お散歩とお菓子が大好

きな女の子です。いない

いないばぁと氷川きよし

の音楽に合わせて毎日踊

っています。」

（父 康太郎さん 母 笑美子さん）（父 真琴さん 母 奈津美さん）
（１１カ月　磯原町）

安
石
川

かのん こ う た

奏 音 虎汰 く　ん

「ハイハイも上手くな

り、今はあんよの練習

中です。歩けるように

なったら一緒にお散歩

しましょうね」

（１１カ月　磯原町）

　

お
父
さ
ん
に
べ
っ
た
り
の
ゆ
ず
は
、
食
べ
る
の
が
大

好
き
。
ペ
ッ
ト
用
の
食
べ
物
じ
ゃ
な
く
て
も
何
で
も
食

べ
ち
ゃ
い
ま
す
。知
ら
な
い
人
に
は
ち
ゃ
ん
と
吠
え
る
、

我
が
家
の
番
犬
で
す
。

大津町・荒木さん宅の

（ミニチュアダックス・メス・９歳）
ゆ ず

市
内
の
１
０
０
人
が

震
災
復
興
の
サ
ッ
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

ち　ゃ　　ん

表 紙 解 説


